
（資料１）「ルールなき資本主義」――日本とヨーロッパとの比較 

 

            日本            ヨーロッパ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用 

労働時間  

 

非正規雇用 

  

 

最低賃金 

２００３時間（製造業、０６年） 

独仏より５００時間も長い   

独 １５３８時間 

仏 １５３７時間 

英 １８７４時間 

３７・８％  

「先進国」で最多  

独 １４・７％ 

仏 １４・２％ 

英  ５・４％ 

７３０円（時給） 

 「先進国」で最低水準 

独 １５４４円 

仏 １２６７円 

英 １１０３円 

男女平等 

賃金格差  

（女性／男性） 

 

 

６９・８％（０９年） 

 

独 ８２・２％ 

仏 ８２・５％ 

英 ８０・２％ 

社会保障 

社会保障給付 

 

 

医療費 

 

年金 

 

１９・３％（ＧＤＰ比） 

 独仏並みなら３５～４７兆円増 

 

 

独 ２６・２％ 

仏 ２８・８％ 

英 ２１・３％ 

窓口負担は定率３割  原則無料か少額の定額制 

受給資格期間２５年  

最低保障年金がない 

受給資格期間は０～５年 

各国に最低保障年金 

中小企業 

大企業との取引  

賃金格差  

 

 

「下請け」いじめの横行  

小企業は大企業の２分の１ 

 

 

「下請け」でなく対等な取引 

規模別格差はほとんどない 

農業 

食料自給率  

 

平均関税率 

 

 

４１％（０８年） 

 

独  ８４％ 

仏 １２２％ 

英  ７０％ 

１２％  ＥＵは２０％ 

環境 

地球温暖化 

 

経済界への規制 

 

 

２５％削減の「中期目標」を放棄  

 

 

ＥＵとして３０％削減の「中期 

目標」（合意がなくても２０％減）、 

６０～８０％削減の「長期目標」 

「自主的」取り組みまかせ  公的協定と法制化 

教育 

競争教育  

学費  

教育の自由  

 

 

高校・大学の入試、序列化 

大学で８２万～１３０万円 

「国旗・国歌」、愛国心の押し付け 

 

 

高校は入試なし・大学は資格試験 

無償か廉価、返済不要の奨学金 

教育の自由の保障 


